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Mouthpiece Wash Plus
日常お手入れを行っているマウスピースの汚れが落ちる！

マウスピースが洗浄しやすいノズルボトルタイプ
マウスピースウォッシュ　プラス
製品企画書
いままで無かったマウスピース専用洗剤。
ミネラルが持つステイン剥離作用と信頼の亜塩素酸による優れた除菌効果を活用して、マウスピースの汚れ剥離＆抗菌作用
そしてマウスピースの汚れがまねくオーラルトラブル･歯周病を防ぐ。
※先行して公開しております「ＭＰＷ」と本製品「ＭＰＷプラス」では、成分に違いがあり、ＭＰＷはカプリニウムサーティーンへ金イオンを添加し除菌作用を発揮させた製品であることに対し、ＭＰＷプラスでは、カプリニウムの酸素と亜塩素酸を置換した原液４０％と亜塩素酸水６０％を混合した製品となります。

ＭＰＷプラスは、ＭＰＷと洗浄力は変わらず（使用量比較）、除菌性能が強化された後継モデル、かつ廉価版であると認識下さい。

1.マウスピースウォッシュ/マウスピースウォッシュプラス開発経緯
2.使用原料の特異作用
3.製品の効果・効能　-　エビデンス
４.製品のご使用方法
５.製品規格
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１.マウスピースウォッシュplus、開発経緯
＝歯周病に悩む年代の共通事項は「入れ歯を始めとする口腔器具」という事実に気がついたこと＝

スポーツの世界でMGやMPを使用する種目が増え、それに比例してMGやMPの使用人口も増加しているにもかかわらず、MGやMPの衛生管理はあまり行き届いていないのが現状。
　特にMGやMPはその素材の性状から、お湯等が使用できないことやブラシが使用しにくい等の関係上、衛生管理は特に困難であり、　MGやMPの衛生管理に関しては、主にスポーツ時に使用される特性上、

１．スポーツドリンク等の飲用による、口腔内の酸化傾向
２．不衛生なMGや、MPの使用による口腔内の菌の増殖化

→理由としては、MGやMPの洗浄不足、唾液の循環不足による食物残渣（しょくもつざんさ）やプラークに付着した嫌気性菌（けんきせいきん）の活性化が挙げられます。
３．使用後、そのまま放置した際の菌群の繁殖とそれに関連する臭いの発生、および変色
４．MGやMPの樹脂の劣化促進によるMGやMPの寿命の短命化
然るべきこととして、菌群が繁殖したままのMGやMPを装着すると、口腔衛生にも悪影響を及ぼす可能性があります。

マウスピースウォッシュplusは上記現状からマーケティングを開始し、開発された製品です。
そして、口腔器具全般に対する専用洗剤がマーケットに（除菌剤は数点あります。）無い！！
導き出した結果は「口腔器具」が常にキレイであれば、少なくとも歯周病の原因の５０％は改善できる」という結果です。

＊歯周病患者様の多くは２０代後半から感染しているが、自覚症状をお持ちの方はマウスピースや入れ歯、ナイトガードの着用者が大半を占めます。

新品みたいなマウスピースの「キュキュっ」を体感いただくと共に、お口からはじまる健康を実践してください。
■マウスピースウォッシュplus　製品特徴と開発の背景

１、他に類を見ない洗浄剤である理由
◆過去、だれも着手しなかった「マウスピース専用洗浄剤」
マウスピースの洗浄を行う際にマウスピースを製造する歯科医院やメーカーがお勧めする洗浄方法は、入れ歯の洗浄剤を推奨していた背景があります。
確かに入れ歯洗浄剤は優れた製品ばかりなのですが、マウスピースと入れ歯には「着色が目立つ」事がまず第一に大きな差異がございます。
着用者の傾向は事項で詳しくご紹介させていただきますが、２０１０年の甲子園夏大会から着用が認められるなどここ数年で急激な増加を見せており（甲子園のニュース：http://www2.asahi.com/koshien/news/TKY201008160179.html）この着用者増加から生まれた声が「入れ歯洗浄剤では茶色く着色する」ことがまず第一に多く、その他多くの「不満」が増加してきていることがきっかけで、本製品を２０１０年の夏から開発し、この度発売開始となりました。

※現状のマウスピースにおける洗浄方法の課題
①：茶色く着色した
②：入れ歯洗浄剤購入に抵抗がある(主に若年層）

③：洗浄方法がわからない
次点：白く変色した/変形した

２、着用者が増加傾向にあるマウスピース
◆マウスピースの種類と市場性
ボクシングを想像してしまう方が多いかもしれないマウスピース、この言葉は広義語でありスポーツ選手はもちろんなのですが、日常生活でも多く使用されてきています。
本項ではその種類を簡単にまとめさせていただきます。
①マウスガード（ガムシールド）
スポーツ用のマウスピースです。着用が義務付けられているスポーツも多く、ボクシング・アメフト等が有名です。義務範囲の競技、人口増加から推測すると毎年１０万人の着用者増加が推測されます。また、甲子園を始めとした高校野球における着用解禁から、着用者は益々増加傾向をたどっています。
②ナイトガード
近年、低価格の製品が製造され、着用者が急増した「歯ぎしりの防止」のためのマウスピースです。
他にも無呼吸症候群・いびき解消や顎関節症の緩和目的でも製造されています。
③クリア・アライナー
矯正用のマウスピースです、従来の金属を主としたワイヤー製矯正器具と比較し、脱着が可能なプラスチック製のマウスピースであり、着用が楽なことから需要が増しています。反面、お手入れの必要がある器具です。
④楽器用マウスピース
トランペットやサックスフォンを演奏する際に使用するマウスピースです。
⑤デンチャー
ハードタイプからソフトタイプまで多種多様存在します、高齢化社会に伴い着用人口は比例して増加しています。
～ これらの素材に使用が出来る画期的な洗浄剤　それが「マウスピースウォッシュplus」です ～
全成分
水、炭酸Ｃａ、珪素、酸化Ｃａ、炭酸水素Ｎａ、亜塩素酸ソーダ
２.　使用原料の特異作用　～カプリニウムサーティーンとは～
本製品の４５％を占める主原料として採用している「カプリニウムサーティーン」とは、口腔ケアのための新原料として開発された安全性の高いアルカリ水溶液です。

ステイン汚れを含む油由来の汚れを剥離させる作用を持ちながら、独自のアルカリＰｈにより優れた抗菌力を発揮する魅力的な新原料です。

ステイン（油汚れ）の剥離能力は、「溶かす」というロジックではなく、成分中のミネラルコロイドに酸素を抱かせ、ステインの構造基軸である脂肪酸に反応させ、その際に膨張する亜塩素酸の瞬発力を使用して「剥離」させる性能にあります。

図にしてご紹介すると
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※人体に対しては、細胞そのものがリン脂質（ＰＯ３）に覆われているため、粘膜を刺激したり細胞を破壊したりはいたしません、服用してもビールよりも安全です。

（ビールのＰｈは２．５であり、消化を行うのに大量のミネラルを必要とする。反面、本製品は体内にビールのような「酸」がなければ体外に排出されます。）
採用実績：オーラルリンス「カプリニウムサーティーンリンス」、ステイン剥離ジェル「カプリ１３ジェル」として多くの歯科医院にて採用。

新幹線Ｎ700系の板金塗装前処理の際に、静電気を発生させず洗浄することができる、環境にダメージが無いという２点から採用され、環境大臣賞を授与。

その他、無公害洗剤・ダイエット健康食品・髪の毛の補修剤（化粧品）の原料として幅広く使用されている実績ある安全性の高い原料です。

3.製品の効果・効能　–　エビデンス
●安全性証明（製薬メーカー調査による飲料水適合可否書）　　　　　　　　　　　●抗菌試験
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他、大腸菌や白癬菌等、４５種に対する菌類に対しての抗菌性証明データを取り揃えております。
マウスピース、ナイトガードの素材に対する通常の洗浄との比較試験

試験開始日：2011.07.14
試験名称：ＭＰＷおよびＭＰＷ+（マウスピースウォッシュプラス）　洗浄テスト
試験方法：マウスピースに付着してしまったステイン汚れを水道水洗浄とＭＰＷ洗浄にてその洗浄力を比較し、さらに水道水で洗浄を行ったマウスピースへＭＰＷプラスにて洗浄を行い１２時間後の経過を観察した。
使用試薬：カプリニウム１３濃縮液
試験対象：液化したタバコのヤニ、Ｐｈ２のレモン濃縮液を含染させたマウスピース（２層マウスピース１個、素材　クリア･白色　２種）への洗浄試験

ブランクは水道水を使用した洗浄を行った後のピースを使用。
試験開始　　各所に汚れが強固に付着している。
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透明パーツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マウスピース（未使用品を着色　白色内面-透明表面の２層式スポーツ用マウスピース）

白色着色パーツ

Ａはブランクとして水道水にて洗浄
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Ｂは製品の使用方法どおり、ＭＰＷを全体に塗布し、試験対象物が浸るまで水道水を追加した。
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この時点で既に液色に変化が見られ、マジックにて記載した「Ｂ」の表示が落ち始めた。

３時間経過、さらに褐色が濃くなり、剥がれ落ちた浮遊物が多数確認された。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水道水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＰＷ使用洗浄水
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液色に明らかな違いが生じている。

※水道水に見受けられる黒色の析出物は、油性マジックが剥がれ落ちた固形物。
洗浄後の比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白色パーツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　透明パーツ
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　　　　　　　　　ＭＰＷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水道水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＰＷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水道水
[image: image18.jpg]


明らかに洗浄度合いが異なる。

なによりもＭＰＷ使用時は、識別のために記載したマジックが落ち、消えてしまった。

これは試験直前に着色の上から書いたためだと思われる。
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左：水道水

右：ＭＰＷ
白色におおきな違いが見て取れる。

＝＝以降　ＭＰＷプラスにおける追加試験＝＝

前回試験における水道水後

[image: image20.jpg]


[image: image21.jpg]


[image: image22.jpg]


[image: image23.jpg]


洗浄液を塗布後、すぐに汚れが剥離され、流れ出す。
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今回追加試験における洗浄後の様子
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ＭＰＷと比較しても遜色ない洗浄力を発揮している。

亜塩素酸の持つ抗菌力・殺菌力の信頼性と相乗し、マーケットニーズに近い洗浄剤を実現した。
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入れ歯に対する着色（染み込んでしまったステイン）剥離の様子

※入れ歯に対してもご使用可能ではございますが、１回の使用量がマウスピースと比較すると５倍以上の消費量が必要であり、また入れ歯の特性上、着色汚れが付着しにくいことから、入れ歯へのご使用をお勧めいただく際は「週に１度程度のスペシャルケア洗浄剤」としてお勧め下さい。

①入れ歯全体に塗布を行います　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②容器に移し、全体が浸るまで水道水で希釈します。
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③すぐに汚れが浮き出ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④２４時間放置　液色がより濃く見て取れます。
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４.製品のご使用方法
◆着色を予防/抗菌を目的とする場合

・対象のマウスピースやナイトガード、アライナーが入る容器をご用意下さい。

・対象のマウスピースを容器に入れ、水道水で全体が浸る程度水を入れる。

・全量に対し１～２ｍｌ（１００～１０００倍希釈にて抗菌作用は保障）を添加し、付け置いて下さい。

◆着色の剥離を目的とする場合

・対象のマウスピースやナイトガード、アライナーが入る容器をご用意下さい。

・対象物全体に本液を塗布し、ご用意頂いた容器に入れて一分程度汚れに浸透させて下さい。

・やわらかい布やガーゼで軽くこすり洗いを行い、水で洗い流して頂いても構いませんが、対象物全体が浸る程度まで水を注ぎ、付け置いて頂くとより効果的です。

注：原液を塗布したまま長時間放置すると製品中のカルシウムが析出し、マウスピースの変形や白濁する恐れが御座います。付け置き洗浄を行う際には、必ず対象物全体が浸る程度まで水を注ぎ御利用下さい。

従来品には無い、仕上がりの「キュキュッ」とした感覚を体験してください。
他社の製品をご使用になられた後のご使用でも、液への溶出着色程度は異なりますが、同じような結果が得られます。

酵素や界面活性剤では限界があった口腔器具の頑固な着色やヌメリ、それぞれの原因を剥離させてしっかり抗菌。

だから今までご使用頂いていた入れ歯洗浄剤とは違い数段効果的です。※通常の入れ歯洗浄液との併用も可能です。　　　　　
５.製品規格
品　名：マウスピースウォッシュプラス　販売価格：￥８８０（税込￥９２４）
内容量：１００ｍｌ
全成分：水、炭酸Ｃａ、珪素、酸化Ｃａ、炭酸水素Ｎａ、亜塩素酸ソーダ
ＣＳ単位：９６本（小箱１２本×８入）　製品ＪＡＮ：457121530040
●使用上の注意
内服液ではございません、万が一飲み込んでしまい異常を感じた場合は専門医へ御相談下さい。 目鼻等に入った場合はすぐに大量の水で洗い流して下さい。
衣服等に付着した場合は脱色、しみになる事がございますご注意下さい。
直射日光・高温・多湿・極端にチリ、ホコリの多い場所・乳幼児の手の届く場所では保管しないで下さい。

天然抽出液を多く含みますので、製品ごとに色・味・香に若干違いがあり、出荷時から沈殿物が発生しておりますが沈殿物の量の差異による製品の性能・安全性には全く問題ございません。



















































































































































